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近
鉄
大
阪
線
長
瀬
駅
か
ら
近
畿
大
学
へ
と
続
く
近
大
通
り

は
飲
食
店
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
昔
な
が
ら
の
食
堂
か
ら
若
者

に
好
ま
れ
る
カ
フ
ェ
ま
で
、
歩
く
だ
け
で
楽
し
い
。
そ
の
中
に
ひ
と
き
わ
お
洒
落

な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。「
ピ
ザ
が
美
味
し
い
店
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
評
判
の

Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
（
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
）
だ
。

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

3日  ゲスト ： 江原弘樹さん
　　　　「子どもたちの未来のために」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

10日  ゲスト ： 中村宏さん
　　　　「エビカニ料理で人を喜ばせる」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

17日  映画案内「SHOGUN」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

24日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

31日  新刊案内「詩集　いのちの芽」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

10月

代表　原田大地
東大阪市小若江１-５-３
TEL 06-6224-7767
営業日時　月曜日～木曜日17時～1時
　　　　　金曜日・土曜日17時～2時
定 休 日　日曜日

Mystique（ミスティーク）

ピザが美味しい店

〝明るい不登校〟 を推進

妄
想
力
×
チ
ャ
レ
ン
ジ

美
容
業
界
を
超
越

創
業
オ
ー
ナ
ー
　
中
谷
剛
さ
ん

2024・10・1

　

今
日
は
新
し
い
首
相
が
決
ま
る
日
だ
。

本
稿
は
９
月
27
日
の
総
裁
選
挙
ま
で
あ
と

１
週
間
、
上
位
３
人
に
絞
ら
れ
て
き
た
時

点
で
書
い
て
い
る
。

　

立
憲
民
主
党
の
代
表
選
は
９
月
23
日
。

様
々
な
記
者
会
見
や
公
開
討
論
会
な
ど
で

両
党
の
論
点
整
理
が
で
き
た
。
リ
ア
ル
な
国
会
論

戦
を
想
像
し
て
い
る
。

　

候
補
者
御
一
行
様
９
人
の
地
方
遊
説
方
式
は
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
中
身

は
小
選
挙
区
の
選
挙
の
よ
う

で
外
交
面
が
希
薄
だ
っ
た
。
こ
れ
は
総
裁
選
だ
。

日
本
の
国
際
的
地
位
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
（
先
進
７

カ
国
首
脳
会
議
）
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
非

常
に
高
い
。「
Ｇ
」（
重
圧
）
に
耐
え
ら
れ
る
知
力

と
徳
力
と
体
力
が
首
相
に
は
必
要
だ
。

　

三
つ
巴
の
３
人
を
特
徴
づ
け
る
と
、
①
手
堅
く

安
定
・
安
心
か
、
②
若
返
り
・
世
代
交
代
か
、
③

女
性
総
理
で
刷
新
か
、
と
な
る
が
国
際
的
に
通
じ

る
知
性
と
感
性
の
持
ち
主
が
望
ま
し
い
。

　

政
策
論
と
し
て
経
済
成
長
は
す
べ
て
に
優
先
、

国
力
回
復
だ
。
日
本
発
の
新
技
術
を
国
家
安
全
保

障
戦
略
の
立
場
か
ら
賢
く
素
早
く
社
会
実
装
で
き

る
よ
う
に
政
府
は
主
導
し
後
押
し
す
べ
き
だ
ろ

う
。
そ
う
で
な
い
と
技
術
が
流
失
し
て
し
ま
う
。　
　

　

自
衛
隊
明
記
な
ど
「
改
憲
４
項
目
」
は
戦
後
80

年
、
結
党
70
年
の
来
年
に
実
現
だ
。
地
方
遊
説
の

最
中
に
、
北
朝
鮮
は
日
本
海
に
向
け
て
複
数
発
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射（
９
月
18
日
）。中
国
空
母
・

遼
寧
を
含
む
３
隻
が
与
那
国
島
と
西
表
島
間
の
接

続
水
域
を
通
っ
て
太
平
洋

に
抜
け
た
（
９
月
18
日
）。

深
圳
で
は
日
本
人
の
学
童
が
刺
殺
さ
れ
た
（
９
月

18
日
）。
外
務
省
欧
州
局
長
は
モ
ス
ク
ワ
で
北
方

領
土
へ
の
元
島
民
ら
の
墓
参
や
漁
船
の
安
全
操
業

の
早
期
再
開
を
訴
え
た
（
９
月
13
日
）。
し
か
し
、

進
展
な
し
だ
。
隣
国
は
壇
上
の
候
補
者
ら
を
鋭
く

分
析
す
る
。
強
い
非
難
も
な
く
寂
し
か
っ
た
。

　

国
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
が
、
気
概
の
な
い
骨
太

で
な
い
総
裁
選
で
勝
ち
抜
い
た
新
総
裁
で
は
信
頼

回
復
は
覚
束
な
い
。
そ
の
判
定
は
早
晩
行
わ
れ
る

総
選
挙
で
明
ら
か
に
な
る
。

晴耕雨読

新
し
い
首
相
決
ま
る

電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５
（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
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w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/
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０
７
２
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１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　
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里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

株
式
会
社
み
つ
や
建
設

東
大
阪
市
菱
江
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１

北
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喜
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代
表
取
締
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https://www.3-arrow-c.com

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

保護猫
カフェバー
QRコード

株
式
会
社
ギ
ャ
ッ
プ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

  

大
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ビ
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梅
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や
が
て
ロ
シ
ア
の
崩
壊
が
は
じ
ま
る

四
六
判
１
８
４
頁
並
製
本　

定
価
２
、２
０
０
円
〈
税
込
み
〉

石
井
英
俊 

著

本
書
は
「
プ
ー
チ
ン
の
歴
史
観
」
へ
の
挑
戦
だ
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
が
呼
び
覚
ま
し
た
民
族
運
動
を
13
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
し
て
立
体
的
に
描
く
。
特
別
鼎
談
収
録（
岡
部
芳
彦×

グ
レ
ン
コ
・

ア
ン
ド
リ
ー×

著
者
）。「
ロ
シ
ア
後
の
自
由
な
民
族
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
掲
げ
て
い
る
「
ロ
シ
ア
崩
壊
後
の
地
図
」
付
き
。

ドニエプル出版

　
「『
あ
な
た
の
子
ど
も
は
こ
の
地
区
の
学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
』『
子
ど
も
の
不
登
校
は
親
の
責
任
』。
学
校
に
責
め
ら
れ
た
親
が
『
〇
〇

ち
ゃ
ん
は
学
校
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
？
』
と
無
理
矢
理
子
ど
も
を
学
校
に
行

か
せ
る
。
そ
う
や
っ
て
子
ど
も
の
心
身
は
蝕

む
し
ばま
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
家
庭
の

相
談
を
数
十
年
聞
い
て
き
ま
し
た
」

　

９
月
15
日
、
大
阪
観
光
大
学
日
本
語
別
科
伊
丹
サ
テ
ラ
イ
ト
校
（
伊
丹
市

中
央
２
―
７
―
10
）
で
行
わ
れ
た
講
演
会
の
冒
頭
、
講
師
を
務
め
る
同
校
校

長
で
一
般
社
団
法
人
松
崎
国
際
教
育
相
談
所
の
松
崎
克
彦
所
長
（
69
）
＝
写

真
＝
は
そ
う
語
り
掛
け
た
。

　

全
国
で
小
中
学
生
約
30

万
人
が
不
登
校
と
い
わ
れ

る
現
在
、
そ
の
保
護
者
を

入
れ
る
と
90
万
人
が
不
登

校
を
〝
問
題
〞
と
し
て
抱

え
込
ん
で
い
る
。
学
校
に

「
行
か
な
く
な
る
」「
行
け

な
く
な
る
」
時
期
は
毎
年

夏
休
み
が
明
け
る
９
月
に

集
中
し
、
２
０
２
２
年
度

は
５
１
４
人
も
の
小
中
学

生
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い

る
。
こ
の
現
状
を
隠
蔽
し

よ
う
と
す
る
教
育
委
員
会

や
学
校
に
対
し
抱
え
込
も

う
と
し
て
疲
弊
し
退
職
す

る
教
員
た
ち
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
り
無
理
矢
理
登
校
さ

せ
よ
う
と
す
る
親
た
ち
、

そ
の
暴
言
・
暴
力
に
、
家

庭
と
学
校
以
外
に〝
世
界
〞

の
な
い
子
ど
も
た
ち
は
追

い
込
ま
れ
る
。

　

大
学
在
学
中
21
歳
で
学

習
塾
を
起
業
し
た
松
崎
所

長
は
「
学
習
塾
に
は
あ
り

得
な
い
不
登
校
が
な
ぜ
公

教
育
で
」
を
追
求
す
る
た

め
、
平
成
３
年
（
１
９
９

１
年
）
伊
丹
市
議
会
議
員

に
な
る
。以
降
５
期
20
年
、

教
育
委
員
会
や
学
校
と
議

論
を
重
ね
た
。
そ
う
し
て

た
ど
り
着
い
た
の
が
〝
意

識
改
革
の
必
要
性
〞
だ
。

我
が
子
を
守
れ
る
の
は
親

だ
け
で
あ
り
、
子
ど
も
を

信
じ
そ
の
あ
り
の
ま
ま
を

愛
す
る
こ
と
が
大
切
。
不

登
校
は
悪
で
は
な
い
、
病

気
で
も
な
い
。
選
択
肢
で

あ
り
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
な

れ
る
勇
気
で
あ
り
個
性

だ
。
義
務
教
育
で
あ
る
小

中
学
校
は
出
席
０
で
も
卒

業
証
書
を
出
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

し
か
し
、
将
来
の
選
択

肢
を
広
げ
る
た
め
に
「
最

終
学
歴
」
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
学
習
す
る
努

力
と
環
境
は
必
要
。
現
在

は
多
く
の
選
択
肢
が
あ
り
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら
通

信
制
高
校
に
進
み
、
私
立

大
学
な
ら
ば
予
備
校
で
文

系
・
理
系
別
の
受
験
科
目

だ
け
を
学
ん
で
大
学
・
大

学
院
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
。「
人
・
モ
ノ
・
金
・
情

報
・
時
間
・
知
的
財
産
・

文
化
」
の
７
つ
を
「
社
会

で
必
要
な
生
き
る
力
」
と

強
調
す
る
松
崎
所
長
が
推

進
す
る〝
明
る
い
不
登
校
〞

が
当
た
り
前
の
社
会
を
め

ざ
す
。

　

講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
〝
明
る
い
不

登
校
〞
を
実
践
す
る
小
学

４
年
生
の
女
子
児
童
と
そ

の
母
親
が
参
加
。「
将
来

の
夢
は
」
と
の
松
崎
所
長

の
問
い
に
、
彼
女
は
「
国

際
弁
護
士
」
と
笑
顔
で
答

え
た
。

（
池
内
文
藏
）

　

保
護
猫
・
保
護
犬
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
カ
フ
ェ

バ
ー
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｌ
（
マ
ヌ

ル
）
＝
大
阪
市
北
区
堂
山
町

２
―
８
―
２
０
４
＝
が
大
阪

市
此
花
区
梅
香
１
―
23
―
21

に
保
護
猫
カ
フ
ェ
バ
ー
を
作

り
、
す
べ
て
の
猫
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
「
殺
処
分
ゼ
ロ
社
会
の
実

現
」「
持
続
可
能
な
保
護
猫

活
動
の
確
立
」「
猫
と
人

が
共
生
で
き
る
社
会
の
実

現
」
と
い
う
３
つ
の
願
い

を
掲
げ
、
Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
（
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

を
使
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
写
真
）
を
行
っ

て
い
る
。
目
標
金
額
は
７
０

０
万
円
、
締
め
切
り
は
10
月

末
。

　
「
保
護
猫
カ
フ
ェ
バ
ー
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
必
要
な

費
用
の
工
面
」「
た
く
さ
ん

の
方
に
お
店
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
し

て
い
る
。

　

原
田
大
地
代
表
（
36
）

＝
写
真
＝
は
生
ま
れ
も
育

ち
も
尼
崎
。
高
校
卒
業
後

勤
め
人
に
な
る
が
、
夢
で

あ
っ
た
料
理
の
世
界
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
一
念
発
起
し

て
退
職
し
専
門
学
校
へ
入

り
一
か
ら
料
理
の
勉
強
を

す
る
。

　

飲
食
店
で
現
場
を
知

り
、
２
０
１
３
年
３
月
に

近
大
通
り
で
洋
風
居
酒
屋

を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
が
提
供

す
る
最
高
の
お
も
て
な
し

「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」
か
ら

店
名
を
取
っ
た
。

　

半
年
ほ
ど
経
ち
、
思
い

わ
っ
た
の
か
、
次
の
よ
う

に
言
わ
れ
た
。

　
「
あ
な
た
新
人
さ
ん
な

の
？　

10
年
選
手
っ
て

知
っ
て
る
？　

こ
の
業
界

に
つ
い
て
不
平
不
満
を
持

つ
よ
り
も
、ま
ず
10
年
間
、

頑
張
っ
て
み
な
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
仕
事
の
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
か
ら
」

　

そ
の
話
を
聞
い
て
中
谷

さ
ん
は
思
っ
た
。

　
「
よ
し
、
10
年
後
に
自

分
の
店
を
持
と
う
」

　

時
は
流
れ
て
２
０
１
１

年
。
業
界
で
経
験
を
積
ん

だ
中
谷
さ
ん
は
、
ト
ッ
プ

ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
た
も
の
の
、
激
務
や

家
庭
事
情
も
あ
っ
て
、
低

価
格
型
美
容
サ
ロ
ン
へ
の

転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
そ
の
サ
ロ
ン
で
は
自

身
の
経
験
や
ス
キ
ル
が
活

か
せ
ず
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て

い
た
。

　

仕
事
帰
り
に
公
園
の
ブ

ラ
ン
コ
で
時
間
を
潰
し
空

を
眺
め
て
い
た
そ
の
瞬

間
、
18
歳
の
と
き
に
〝
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〞
す
る
こ

と
を
体
験
す
る
。

　

幼
少
期
か
ら
一
人
遊
び

が
好
き
だ
っ
た
中
谷
さ
ん

は
、〝
妄
想
力
〞
が
強
い
。

自
分
の
中
で
物
事
を
深
く

考
え
て
、
思
考
を
巡
ら
せ

る
習
慣
が
で
き
て
い
た
の

だ
。

　

そ
ん
な
妄
想
癖
が
高
じ

て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
体

験
し
た
中
谷
さ
ん
の
中

に
、
当
時
の
お
客
と
の
や

り
と
り
が
甦
る
。
そ
の
直

後
、
現
実
に
戻
っ
た
中
谷

さ
ん
。
あ
れ
か
ら
何
年

経
っ
た
の
か
と
振
り
返
れ

ば
、
ち
ょ
う
ど
10
年
。
人

生
で
初
め
て
身
体
に
電
気

が
走
り
、「
よ
し
、
起
業

し
よ
う
！
」
と
決
断
し
た

瞬
間
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
背
景
な
の
で
、

お
金
も
お
客
も
人
も
な

い
。
金
策
に
走
っ
て
家
族

を
説
得
し
、
苦
労
を
重
ね

た
末
、
冒
頭
に
紹
介
し
た

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
の
店
舗
を
借

り
、
個
人
事
業
主
と
し
て

開
業
す
る
。
開
業
は
２

０
１
１
年
10
月
、
そ
の

後
、
２
０
１
４
年
12
月
に

法
人
化
、
２
０
２
４
年
12

月
で
法
人
設
立
10
年
を
迎

え
る
。
業
態
は
祖
業
の
美

容
室
に
加
え
、
ア
イ
ラ
ッ

シ
ュ
サ
ロ
ン
、
フ
ォ
ト
ス

タ
ジ
オ
、
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド

ス
パ
等
、
合
計
４
業
態
、

７
店
舗
を
展
開
し
て
い

る
。
社
員
34
人
を
擁
す
る

組
織
に
成
長
し
た
。

　

中
谷
さ
ん
は
〝
妄
想
す

る
人
〞だ
。
妄
想
す
る
と
、

そ
れ
が
実
現
す
る
。
最
初

の
美
容
室
に
は
客
用
の
美

容
椅
子
が
２
つ
し
か
な

く
、「
そ
ろ
そ
ろ
別
の
物

件
も
欲
し
い
」
と
妄
想
し

て
い
た
ら
、
不
動
産
会
社

か
ら
「
隣
が
空
い
た
か
ら

使
う
で
し
ょ
、
契
約
し
て

お
い
た
か
ら
」
と
連
絡
が

入
る
。

　

中
谷
さ
ん
が
「
テ
レ
ビ

に
出
た
い
。
テ
レ
ビ
に
取

材
さ
れ
よ
う
」
と
ス
タ
ッ

フ
に
呟

つ
ぶ
やく
と
、
テ
レ
ビ
局

か
ら
取
材
を
受
け
て
４
つ

の
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
、
客
数

も
増
え
て
い
っ
た
。

　
「
妄
想
し
た
ら
、
半
分

は
実
現
す
る
ん
で
す
」
と

中
谷
さ
ん
。
そ
の
妄
想
力

は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
深

い
も
の
で
、
長
年
培
っ
て

き
た
能
力
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
中
谷
さ
ん

は
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
妄
想
し
て
い
る
。

会
社
の
平
均
年
齢
は

20
代
前
半
。
20
歳
に

も
満
た
な
い
よ
う
な

真
っ
白
な
社
員
た
ち

を
一
人
前
の
ス
タ
イ

リ
ス
ト
に
育
て
て
き

た
自
負
が
あ
る
。
そ

の
人
材
育
成
の
ス

キ
ー
ム
は
、
社
内
の

み
な
ら
ず
社
外
で
も
活
か

せ
る
と
考
え
、同
業
他
社
、

他
業
界
に
向
け
て
人
材
育

成
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
広
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。
八
尾

の
た
め
に
、
地
域
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
。

〝
超
妄
想
力
〞
で
事
業
を

成
長
さ
せ
て
き
た
中
谷
さ

ん
は
、
美
容
業
界
を
超
越

し
た
未
来
を
見
据
え
て
い

る
。

（
根
岸
健
太
郎
）

描
い
て
い
た
よ
う
に
は
お

客
が
集
ま
ら
な
い
状
況
の

な
か
、
原
田
代
表
は
店
の

〝
売
り
〞
が
必
要
だ
と
感

じ
る
。
そ
こ
で
、
若
者
に

人
気
の
イ
タ
リ
ア
ン
を
打

ち
出
し
た
。
す
る
と
、
遠

の
い
て
い
た
客
足
が
少
し

ず
つ
戻
る
。
特
に
ピ
ザ
が

人
気
と
な
り
、
口
コ
ミ
で

広
が
る
。

　

順
調
に
売
上
が
伸
び
て

い
た
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に
広

が
り
、
そ
の
影
響
は
特
に

飲
食
店
を
直
撃
し
た
。
家

で
の
食
事
が
主
と
な
り
、

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
ば
か
り
に

な
っ
た
。

　

原
田
代
表
は
店
の
２
階

に
新
商
品
研
究
開
発
室
を

作
り
、
レ
ト
ル
ト
製
造
販

売
に
乗
り
出
し
た
。

　
「
ご
ろ
ご
ろ
お
肉
の
ボ

ロ
ネ
ー
ゼ
」
と
「
渡
り
蟹

の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」
と

い
う
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
を
同

店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
楽

天
市
場
な
ど
に
出
す
と
、

間
も
な
く
し
て
人
気
と

な
っ
た
。
東
大
阪
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
戻
品
に
も

選
ば
れ
た
。

　
「
将
来
、食
品
メ
ー
カ
ー

に
な
ろ
う
と
奮
闘
中
で

す
」

　

原
田
代
表
の
先
を
見
る

目
は
輝
い
て
い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
か
ら
徒
歩

３
分
の
場
所
に
あ
る
美
容

室
「
ｍミ

ー

ツ

ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
」（
八

尾
市
植
松
町
５
―
６
―
10

橘
第
二
ビ
ル
１
階
）。
こ

こ
の
創
業
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
中
谷
剛
さ
ん
（
40
）
＝

写
真
＝
は
、
18
歳
の
と
き

に
美
容
業
界
の
門
を
叩
い

た
。
大
阪
市
内
の
サ
ロ
ン

で
見
習
い
と
し
て
、
あ
る

お
客
の
接
客
を
し
て
い
た

と
き
、
覇
気
の
な
い
表
情

を
し
て
い
た
の
が
に
伝

代表　原田大地さ　
　ん

大阪観光大学日本語別科伊丹サテライト校校長
一般社団法人松崎国際教育相談所所長

松崎克彦氏

社長　中谷剛
八尾市植松町5-6-10 橘第二ビル1階
TEL 072-991-2263
〈事業内容〉
美容業
写真スタジオ運営
振袖レンタル業

株式会社meets プラス

保
護
猫
カ
フ
ェ
バ
ー
作
り

保
護
猫
カ
フ
ェ
バ
ー
作
り

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

費
用
工
面

永続する会社には社史がある 記
憶
は
一代
、

記
録
は
末
代

mm
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―
明
治
10
年

（
１
８
７
７
年
）

の
立り

っ
し
し
ゃ

志
社
事
件
で

禁き
ん
ご
く獄
５
年
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
国
事

犯
と
し
て
山
形
に
送
ら
れ

て
ゆ
く
陸
奥
は
、
肺
病
を

患
い
喀か

っ
け
つ血
を
繰
り
返
す
旅

の
途
上
、
遠
い
日
、
唐と

う

丸ま
る

駕か

籠ご

で
流
刑
地
に
護
送
さ

れ
て
ゆ
く
父
の
姿
を
追
想

す
る
。
父
・
伊だ

達て

宗む
ね
広ひ

ろ
は

江
戸
末
期
の
紀
州
藩
で
寺

社
奉
行
と
勘
定
奉
行
を
兼

務
す
る
な
ど
並
び
な
き
行

政
官
と
し
て
腕
を
振
る
う

も
、
後
ろ
盾
で
あ
っ
た

徳
川
治は

る

宝と
み
（
第
10
代
藩

主
）
が
没
す
る
や
藩
江
戸

派
の
粛

し
ゅ
く
せ
い清
に
遭あ

い
10
年

も
の
間
紀
州
田
辺
に
幽

閉
。
次
男
で
あ
る
陸
奥
も

母
や
妹
た
ち
と
屋
敷
を

追
わ
れ
「
所
払
い
」
の

札
を
首
か
ら
掛
け
ら
れ

寒
中
の
伊
勢
街
道
に
棄

て
ら
れ
る
。
艱か

ん
な
ん難
辛し

ん
く苦

の
な
か
、
父
に
心
を
寄

せ
る
人
々
の
支
援
で
高

野
山
の
「
学が

く
り
ょ
が
た

侶
方
」
と

し
て
江
戸
に
出
た
陸
奥

は
飛
脚
仕
事
の
傍
ら
父

の
著
書
「
大た

い
せ
い
さ
ん
て
ん
こ
う

勢
三
転
考
」

を
発
行
。
そ
ん
な
陸

奥
の
も
と
に
「
父
赦

免
」
の
報
が
届
く
―

　

物
語
に
は
序
盤
か
ら

「
逃
げ
の
小
五
郎
」
と
し

て
幕
末
の
砲ほ

う
え
ん煙

銃じ
ゅ
う

雨う

を
生
き
延

び
た
桂
小
五
郎

（
後
の
木
戸
孝
允
）

や
、
陸
奥
に
と
っ

て
「
生
涯
の
友
」
と
な
る

伊
藤
俊
輔
（
後
の
初
代
内

閣
総
理
大
臣
・
伊
藤
博
文
）

が
登
場
。
司
馬
遼
太
郎
の

代
表
作
「
竜
馬
が
ゆ
く
」

「
坂
の
上
の
雲
」
な
ど
で

脇
役
と
し
て
登
場
す
る
陸

奥
を
自
身
の
「
最
後
の
長

編
連
載
」
の
主
人
公
に
選

ん
だ
辻
原
氏
は
「
歴
史
小

説
と
は
『
歴
史
的
事
実
』

の
な
か
か
ら
『
歴
史
的
真

実
』
を
立
ち
上
が
ら
せ
る

も
の
」「
同
郷
の
先
人
・

陸
奥
と
真
正
面
か
ら
向
き

合
っ
た
作
品
」と
語
っ
た
。

　

新
聞
小
説
が
大
衆
文
化

の
王
者
だ
っ
た
20
世
紀
か

ら
数
多
の
著
作
を
紡
ぎ
続

け
て
き
た
先
達
の
背
中
を

い
ま
、
多
く
の
後
進
が
追

っ
て
い
る
。（

池
内
文
藏
）

井上整憧氏

喜多真一審査委員長 松本忠賜会長

終了後に出場者、審査委員、八尾ライオンズクラブメンバー
で集合写真

産
経
新
聞
記
者

黒
川
信
雄
さ
　
　
ん

「
空
爆
と
制
裁
」出
版
記
念
講
演
会

　

空
爆
は
人
の
心
を
じ
わ
じ
わ
と
蝕
む
し
ばん
で
い
く
。

こ
の
と
こ
ろ
夜
に
な
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
や
ド
ロ
ー

ン
の
攻
撃
が
激
し
い
。

　

初
め
の
頃
は
、
気
に
し
な
け
れ
ば
い
い
だ
け
だ

と
高
を
く
く
っ
て
眠
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
眠
れ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

自
分
で
は
熟
睡
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
頭
の

ど
こ
か
が
わ
ず
か
に
覚
醒
し
て
お
り
、
爆
音
が
耳

に
入
る
た
び
に
、
び
く
り
び
く
り
と
反
応
し
て
い

た
に
違
い
な
い
。

　

爆
撃
が
途
切
れ
途
切
れ
な
ら
ま
だ
脳
味
噌
が
休

憩
で
き
た
の
に
、
こ
う
も
毎
日
爆
音
に
鼓
膜
が
さ

ら
さ
れ
る
と
、
疲
労
が
溜
ま
り
に
溜
ま
っ
て
、
眠

れ
な
く
な
る
。

　

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
女
子
学
生
も
そ
の
よ
う
な

状
況
な
の
だ
ろ
う
。
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
声
を
上
げ

て
友
人
の
言
葉
を
遮
っ
た
。

　
「
私
に
言
っ
て
も
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
わ
」

　

い
つ
も
と
は
全
く
違
う
友
人
の
反
応
に
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
女
子
学
生
は
目

を
丸
く
し
て
黙
っ
て

し
ま
っ
た
。
お
そ
ら

く
自
分
の
愚
痴
を
ふ

ん
ふ
ん
と
聞
い
て
く

れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

　

ど
ん
な
に
温
厚
な

人
で
も
こ
の
状
況
に

置
か
れ
る
と
、
冷
静

を
保
つ
こ
と
は
で
き

ま
い
。
声
を
荒
ら
げ

る
ま
で
い
か
な
く
と

も
、
耳
を
塞
ぎ
た
く

な
る
。

　

い
つ
ま
で
こ
の
不
毛
な
攻
撃
を
ロ
シ
ア
は
続
け

る
つ
も
り
だ
ろ
う
。

　

米
紙
「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
の
報
道
で
は
、
両
軍
の
死
傷
者
は
計
約
１
０

０
万
人
。
ロ
シ
ア
側
の
死
者
は
約
20
万
人
、
負
傷

者
は
約
40
万
人
と
い
う
。

　

無
精
髭
を
生
や
し
た
男
子
学
生
が
２
人
の
間
に

割
っ
て
入
り
、
優
し
い
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
に
か
け

な
が
ら
な
だ
め
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
男
性
は
ど
ん

な
状
況
に
置
か
れ
て
も
紳
士
的
だ
。
学
生
で
あ
っ

て
も
同
じ
。

　

お
ど
け
た
口
調
に
わ
ざ
と
変
え
て
、
２
人
を
笑

わ
そ
う
と
す
る
。

　
「
プ
ー
チ
ン
は
愚
か
な
大
統
領
と
し
て
ロ
シ
ア

史
に
記
録
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
何
せ
、
12
年
半
も
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
攻
め
続
け
て
征
服
で
き
な
か
っ
た
の

だ
か
ら
。
プ
ー
チ
ン
で
な
く
頭
の
い
い
大
統
領
だ

っ
た
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
と
っ
く
に
な
く
な
っ
て

い
る
よ
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
253

愚かな大統領として記録される

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

イ ベ ン ト 情 報

日　時　10月6日　13時開演
会　場　大阪商業大学蒼天ホール
　　　　（東大阪市御厨栄町4-1-10）
問合先　井上整憧
　　　　（TEL 090-8933-8030）
入場無料

令和６年 井上整憧の楽しいカラオケの会令和６年 井上整憧の楽しいカラオケの会

さ
な
目
標
を
達
成
し

「
や
っ
た
ー
！
」
と
い

う
達
成
感
を
味
わ
っ
た

り
す
る
と
報
酬
系
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
ド
ー
パ
ミ

ン
が
放
出
さ
れ
、
や
る

気
が
湧
き
、
ま
た
新
し

い
目
標
の
設
定
と
そ
の

達
成
が
楽
し
み
と
な

り
、幸
せ
に
な
れ
ま
す
。

　

午
後
は
友
人
な
ど
と

楽
し
く
会
話
を
し
た

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、こ
れ
ま
で「
４

大
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
今
回
は

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の
活

用
」
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　

１
日
中
幸
せ
ホ
ル
モ

ン
を
放
出
し
続
け
幸
せ

な
毎
日
を
送
り
た
い
も

の
で
す
。

　

朝
熟
睡
か
ら
気
持
ち

よ
く
目
覚
め
、
カ
ー
テ

ン
を
開
け
日
光
を
浴

び
、
軽
い
散
歩
を
す
る

と
気
持
ち
を
穏
や
か
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
セ

ロ
ト
ニ
ン
が
放
出
さ
れ

幸
せ
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
夢
な
ど
楽
し

い
こ
と
を
ワ
ク
ワ
ク
し

て
期
待
し
た
り
、
小

り
、
大
好
き
な
ペ
ッ
ト

と
触
れ
合
っ
た
り
、
ア

ロ
マ
で
大
好
き
な
香
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
小
さ

な
親
切
を
す
る
と
愛
情

ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
オ
キ

シ
ト
シ
ン
が
放
出
さ
れ

幸
せ
に
な
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、

夕
方
、
好
き

な
趣
味
に
没
頭
し
、
１

日
の
疲
れ
を
取
る
た
め

に
お
風
呂
に
入
り
、
夕

食
で
好
き
な
も
の
を
家

族
と
美
味
し
く
食
べ
、

テ
レ
ビ
で
漫
才
を
見
て

笑
い
、
寝
る
前
に
軽
く

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
や

ヨ
ガ
を
し
て
心
身
を
整

え
、
グ
ッ
ス
リ
床
に
就

け
ば
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

が
放
出
さ
れ
幸
せ
に
な

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
４
大

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
を
上
手

く
活
用
し
、
朝
か
ら
晩

ま
で
幸
せ
な
日
々
を
送

り
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑱

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
⑤
〈
活
用
１
〉

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

河内の郷土文化サークルセンター創立40周年記念講演会河内の郷土文化サークルセンター創立40周年記念講演会

第45回第45回 高校生英語弁論大会高校生英語弁論大会
八尾ライオンズクラブの伝統的アクティビティ

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

8日  八尾市倫理法人会副事務長　大橋良子氏「倫理とお遍路 ～ゴールからスタートへ 感謝行の実践～」
1日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「社長の器を高める方法 ～人間力アップの秘訣とは～」

15日  八尾市倫理法人会副事務長　川嵜有里奈氏「夢は大黒柱」
22日  大阪府倫理法人会キャリア副委員長　松尾久美子氏「人生の転機は疾病信号」
29日  大阪府倫理法人会市内中地区地区長　角田成市氏「経験が人を育てる －あ～幸せ－」

4日  東大阪市倫理法人会副専任幹事　國田万琴氏「苦難福門」

17日  倫理研究所法人スーパーバイザー　山本一氏「本を忘れず ～両親からのメッセージ～」
24日  大阪鴻池倫理法人会実行委員　平川郁美氏「人生ネタだらけ」

  大阪鴻池倫理法人会実行委員　夏山敬介氏「偉大な矢印」
31日  大阪梅田倫理法人会幹事　朝日里佳氏「活力朝礼で自己革新！」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-234510月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-096810月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-467710月の予定

11日  大阪府倫理法人会文教委員長　上西知氏「なぜ、純粋倫理（道徳）を学ぶのか」
18日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　名窪仁志氏「共学共成 ～お役への挑戦！　そこからの気づきと変化～」
25日  大阪府倫理法人会南大阪ブロック西部地区地区長　西浦結香氏「倫理と組織運営」

10日  大阪鴻池倫理法人会実行委員　谷川貴美代 氏「子女名優」
  大阪鴻池倫理法人会副専任幹事　寺井心氏「大切なことは失敗から立ち上がること」

3日  大阪府倫理法人会市内中地区地区長　角田成市氏「経験が人を育てる ーあ～幸せー」

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

能　「鐵輪」
仕舞「井筒」「弱法師」

日　　程 10月14日（月・祝） 17:00 ～ 19:00
　　　　　（15：30開場／ 17：00神事・火入れ式／ 17：40頃仕舞・能）

会　　場 玉祖神社 境内 八尾市神立5-93

チケット 全席自由・税込
　　　　　2,000円  (椅子席・近鉄服部川駅発無料マイクロバス乗車可)
　　         ※立見自由

お申込み 9月1日（日） 10：00 ～
    　　　  プリズムクラブ（友の会）・一般前売発売
　　　　　※公演3日前まで販売

高安薪能

　

英
語
教
育
の
普
及
育
成

は
も
と
よ
り
、
次
世
代
を

担
う
高
校
生
の
国
際
的
な

感
覚
の
向
上
と
相
互
理
解

の
精
神
を
身
に
付
け
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
。
ま

た
、
世
界
平
和
の
一
翼
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

審
査
委
員
長
は
喜
多
真

一
氏
（
八
尾
市
立
龍
華
中

学
校
校
長
）
が
務
め
た
。

審
査
委
員
は
御
前
昭
一
氏

（
八
尾
市
立
亀
井
中
学
校

校
長
）、辻
本
貴
昭
氏
（
八

尾
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長
）、
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
モ

ス
氏
（
英
語
教
師
）、
メ

ロ
ン
・
メ
ン
フ
ィ
ン
氏（
英

語
教
師
）、
柳
本
浩
通
氏

（
八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
第
三
副
会
長
）
が
そ
れ

ぞ
れ
務
め
た
。

　

金
光
八
尾
高
等
学
校
か

ら
４
人
、
山
本
高
等
学
校

か
ら
３
人
、
八
尾
高
等
学

校
か
ら
１
人
、
八
尾
翠
翔

高
等
学
校
か
ら
１
人
、
大

阪
学
芸
高
等
学
校
か
ら
１

人
が
出
場
し
、
こ
の
日
に

向
け
た
特
訓
の
成
果
を
披

露
し
た
。

　
「
ラ
ー
メ
ン
と
鼻
水
」

「
う
つ
病
」「
た
い
焼
き
の

物
語
」「
一
人
一
人
の
素

晴
ら
し
い
価
値
観
と
自
分

ら
し
さ
」
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
弁
論
大
会
に
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
が
目

立
っ
た
。

　

審
査
の
上
で
優
秀
賞
２

人
、
入
賞
５
人
が
決
定
し

た
。

　

面
談
・
日
程
調
整
な
ど

を
経
て
、
こ
の
７
人
の
う

ち
２
人
が
来
年
海
外
派
遣

さ
れ
る
。

　

弁
論
大
会
終
了
後
、
昨

年
の
派
遣
生
２
人
が
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
た
。
１
人
は

マ
レ
ー
シ
ア
で
３
週
間
、

も
う
１
人
は
ア
メ
リ
カ
で

１
週
間
体
験
し
た
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
い
き
い
き
と
説

明
し
た
。

　

来
年
も
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
希
望
者
は
八
尾

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
☎

０
７
２
―
９
２
２
―
３
７

６
７
）
へ
。

ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
目
立
つ

「
陥
穽
―
陸
奥
宗
光
の
青
春
―
」上
梓

清
交
社
で
辻
原
登
氏
が
講
演

　
「
翔と

べ
麒き

り
ん麟
」「
韃だ

っ
た
ん靼
の
馬
」
な
ど
、
時
代
の
枠
を
越
え
て
世
界
の
中
で
生
き

る
日
本
人
を
描
き
、
こ
の
ほ
ど
自
ら
の
郷
里
・
和
歌
山
出
身
の
政
治
家
・
陸む

奥つ

宗む
ね
み
つ光

（
１
８
４
４
年
〜
１
８
９
７
年
）
の
青
年
期
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
陥か

ん
せ
い穽

―

陸
奥
宗
光
の
青
春
―
」
を
上じ

ょ
う
し梓
し
た
作
家
の
辻
原
登
氏
（
78
）
＝
写
真
＝
が
、

一
般
社
団
法
人
清
交
社
の
第
４
２
３
２
回
定
例
午
餐
会
講
演
会
で
語
っ
た
。

手作り創作餃子庵 あ!!
唯一無二の餃子

広
域

　

一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら

れ
な
い
餃
子
が
大
阪
・
日

本
橋
に
あ
る
。
世
界
中
ど

こ
を
探
し
て
も
こ
ん
な
餃

子
は
な
い
。
唯
一
無
二

の
餃
子
。
餃
子
と
い
え

ば
、
豚
ひ
き
肉
に
ニ
ラ
や

キ
ャ
ベ
ツ
を
混
ぜ
た
も
の

が
定
番
。
鶏
肉
や
エ
ビ
な

ど
変
わ
り
種
が
あ
る
が
け

れ
ど
、
そ
れ
と
は
次
元
が

違
う
。
薄
い
皮
に
包
ま
れ

て
い
る
の
は
新
鮮
な
魚
貝

だ
。

　

ほ
お
ば
る
と
口
内
に
豊

か
な
味
と
香
り
が
広
が

り
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ

れ
る
。

　

店
主
の
多
根
誠
次
朗
さ

ん
（
76
）
＝
写
真
＝
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
７
席
の
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
一
つ
一

つ
丁
寧
に
焼
く
。
そ
の
焼

き
加
減
が
絶
妙
で
、
素
材

を
十
二
分
に
活
か
し
て
い

る
。

　

大
阪
生
ま
れ
大
阪
育
ち

の
多
根
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
、
本
町
の
繊
維
会
社
に

就
職
す
る
も
、
料
理
人
の

夢
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
会
社
を
辞

め
て
料
理
の
世
界
に
飛
び

込
む
。
寿
司
屋
な
ど
で
約

20
年
間
修
行
し
、
２
０
０

０
年
４
月
に
「
手
作
り
創

作
餃
子
庵
あ
‼ 
」
を
開

い
た
。
誰
も
や
っ
て
い
な

い
料
理
、
ど
こ
に
も
な
い

料
理
に
挑
戦
。

　
「
日
本
料
理
は
引
き
算
、

西
洋
料
理
は
足
し
算
」

　

多
根
さ
ん
が
語
る
言
葉

に
は
深
い
意
味
が
あ
る
。

日
本
料
理
は
、
素
材
を
ど

れ
だ
け
活
か
す
か
に
重
き

を
置
く
。

　

一
般
的
に
餃
子
屋
に
は

タ
レ
が
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
な
い
。
天
然
の
塩
だ
け

だ
。
タ
レ
を
付
け
る
と
、

素
材
の
も
つ
味
を
楽
し
め

な
い
。

　
「
お
客
様
が
喜
ぶ
顔
を

見
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し

い
」

　

笑
顔
で
語
る
多
根
さ
ん

の
横
顔
は
青
年
の
よ
う
に

若
々
し
い
。

店主　多根誠次朗
大阪市中央区千日前１-６-１
TEL 06-6213-7551
営業時間　18時～0時
年中無休、予約制

手作り創作餃子庵 あ !!

　

産
経
新
聞
記
者
、
黒
川

信
雄
さ
ん
（
50
）
＝
写

真
＝
の
「
空
爆
と
制
裁
」 （

ウ
ェ
ッ
ジ
）
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
侵
略
す
る
側

の
ロ
シ
ア
と
侵
略
さ
れ
る

側
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
入

り
、
現
地
取
材
し
て
書
き

下
ろ
し
た
力
作
。

　

本
書
の
出
版
を
記
念
し

た
講
演
会
が
、
９
月
14
日

に
難
波
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
浪
速
区
湊

町
１
―
４
―
１
）
で
開
か

れ
た
。
主
催
は
日
本
ウ
ク

ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

（
八
尾
市
山
本
町
南
６
―

２
―
29
）。

　

元
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
の

黒
川
さ
ん
は
ロ
シ
ア
を
取

材
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
入

り
取
材
を
重
ね
た
。
順
番

が
逆
だ
と
命
の
危
険
さ
え

あ
っ
た
と
い
う
。

　

現
地
の
写
真
や
動
画
な

ど
を
見
せ
な
が
ら
の
講
演

は
生
々
し
く
、
参
加
者
は

息
を
呑
ん
だ
。

　

講
演
の
前
に
は
富
山
国

際
大
学
の
ボ
グ
ダ
ン
・
パ

ブ
リ
ー
准
教
授
（
52
）
が

自
作
の
詩
を
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
で
披
露
し
た
。
故

郷
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
思
い
を

馳
せ
る
物
悲
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
会
場
に
響
き
わ

た
っ
た
。

　

第
45
回
高
校
生
英
語
弁
論
大
会
が
９
月
16
日
に
八
尾
商
工
会
議
所
３
階

大
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
清
水
町
１
―
１
―
６
）
で
開
か
れ
た
。
八
尾
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
松
本
忠
賜
会
長
）
が
毎
年
主
催
す
る
伝
統
的
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
。
八
尾
市
教
育
委
員
会
が
後
援
。


